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ポッジョ・アッレ・ガッツェ·デル・オルネッライア2024 
(POGGIO ALLE GAZZE DELL’ORNELLAIA 2024) 
IGT トスカーナ・ビアンコ  

地中海を見下ろすロケーションに畑があり、オルネッライアの哲学をそのまま引き継いだポッジ 

ョ・アッレ・ガッツェ・デル・オルネッライアは、地中海の潮風のように爽やかで、同時に豊潤

で個性にあふれています。 

試飲コメント 
ソーヴィニヨン・ブラン 55%, ヴェルメンティーノ 40%,セミヨン 3%, ヴィオニエ 2%
アルコール度数 13,5%

グラスに注ぐと、生命感にあふれ深みのある黄色の色調が見えます。香りは華やかで、南国のマ
ンゴーを思わせる芳醇な果実に、野の花やアーモンドのニュアンスが重なり、豊かに広がります。
口に含むと、やわらかな口当たりが心地よく、芳醇な味わいが生き生きとした酸味と調和し、素
晴らしいフレッシュ感を見せます。余韻には、アカシアやバラの花びらの上品なニュアンスがあ
り、エレガントな風味はいつまでも消えません。 

2024年の天候
2024 年は、早熟である一方、熟成により将来が大いに期待できるヴィンテージとなりました。ブ

ドウが冬の天候から目覚めたのは例年よりも早く、穏やかで雨の多い気候が続いたおかげで、畑

は十分な水分に恵まれました。その後、数カ月間、雨が降り、ブドウが大きく成長しましたが、

同時に畑の管理には細心の注意と手間が必要になりました。6 月末には暖かく晴れた日が続き、上

質のブドウが育つ理想的な条件が整います。季節が移り、ブドウの樹が少しずつ成長の速度を落

とし、果実が色づくヴェライゾンを迎える 7月末、香りと味わいの凝縮感が上がる絶妙のタイミン

グで、ブドウの活力は樹の成長から果実の熟成に向かいました。8 月半ば、ボルゲリは局地的な嵐

に見舞われ、畑ごとに降雨量にばらつきが生じましたが、それがかえって成熟を整え、ブドウは

理想的な状態で完熟します。9 月初旬から収穫期の終わりにかけて、晴天と涼しい日が続く中、時

おり降る雨が絶妙に働き、果実は凝縮度を保ちながら健全さを備え、理想的なバランスのブドウ

となりました。2024 年は、調和と躍動感を備えたヴィンテージといえます。活き活きした酸味と、

しなやかで均整が取れ、気品と香りの豊かさを併せ持つ、エレガントなワインに仕上がりました。 

醸造と熟成 

ブドウは早朝、手摘みで収穫し、実が潰れないよう、15kg の小型コンテナーに入れて醸造所へ運
び込みます。ブドウの香り成分をそのまま保つため、醸造所ではブドウを直ちに冷却しています。
職人が厳しくブドウを選別した後、除梗せず全房のまま、酸素と接触させないよう細心の注意を
払い、ゆっくり柔らかく破砕します。24時間かけて重力で果汁を清澄させた後、ロットごとに樽
（新樽25％、旧樽25％）、ステンレスタンク、コンクリート槽、アンフォラ、ワイングローブ
（ガラス製球体タンク）に入れます（合計50％）。発酵は20℃を越えない低温で進め、マロラク
ティック発酵はさせません。
ワインは、8ヶ月間、澱と接触させたまま熟成させ、その間、定期的にバトナ―ジュを実施し、澱
を攪拌します。いろいろな樽のワインをブレンドして最終的なワインに仕上げ、軽く清澄した後、
ボトルに詰めます。瓶詰め後、さらに8ヵ月熟成させてから、市場にリリースします。


	2024年は、早熟である一方、熟成により将来が大いに期待できるヴィンテージとなりました。ブドウが冬の天候から目覚めたのは例年よりも早く、穏やかで雨の多い気候が続いたおかげで、畑は十分な水分に恵まれました。その後、数カ月間、雨が降り、ブドウが大きく成長しましたが、同時に畑の管理には細心の注意と手間が必要になりました。6月末には暖かく晴れた日が続き、上質のブドウが育つ理想的な条件が整います。季節が移り、ブドウの樹が少しずつ成長の速度を落とし、果実が色づくヴェライゾンを迎える7月末、香りと味わいの凝縮感...
	ボルゲリの2023年は難しいヴィンテージでしたが、ブドウの成長の節目となる時期には好天に恵まれ、質の高いブドウが育ちました。冬は温暖で、気温は比較的高く、降雨量も平均並みで、例年より早くブドウが育ちます。春には大量の雨が降ったため、水不足となる夏に備えて、十分な水量を土壌の中に蓄えられました。畑の手入れには、引き続き細心の注意を払いました。
	夏は暑く、高温が続きましたが、従来の最高気温を越えることはなく、にわか雨も適度に降ったため、ブドウが過度のストレスを受けることはありませんでした。この天候により熟成がゆっくりと着実に進み、凝縮度の高いブドウとなります。
	8月下旬の雨と9月の涼しい夜によって、複雑な香り成分が豊かに育ち、酸も十分にのりました。これにより、力強く、同時に、エレガントという絶妙のバランスを備えたワインになります。
	2022年のボルゲリは、平年並みの気温の冬となり、例年通りの日が続きました。春は、冬の寒さを引きずり、涼しくて乾いた天候となります。
	このため、ブドウの発芽は例年より少し遅れました。5月以降、乾燥した天気が75日間も続き、ブドウには試練の天候となります。ブドウは、成長、開花、ヴェレゾンの期間を通して水の供給がなく、ウォーター・ストレスを受けて、収穫量の少ないヴィンテージとなりました。
	長期に渡る乾燥期の後、夏の風物である暴風雨で降水に恵まれ、ブドウは再び成長プロセスに入り、熟成を迎えました。9月には降雨が止み、夜間に冷え込んで寒暖の差が大きくなったことで、糖分、芳香成分、タンニン分を十分に蓄積できる理想的な状態になります。
	収穫は、区画や品種ごとに最も良い状態の日に実施し、熟成の頂点に達したブドウを収穫できました。白ブドウの収穫は、8月9日、ソーヴィニヨン・ブランから始まりました。
	暖かく雨の多い冬のあと、３月には一時的に気温が急降下し、ブドウの芽が出る初期の同月末には、数日、夜間の気温が氷点下に下がることもありました。幸い、新たに出た芽は、蕾の綿毛状の組織に守られ、霜の害に遭うことはありませんでした。
	以降、温かく穏やかな春の気候が続き、雨も例年並みに降り、ブドウは順調に育ちます。開花も例年通りで、５月20日から25日に花が咲きました。６月中旬にまとまった雨が降ったあと、一転、雨がほぼ降らず焼けるような高温が８月末まで続きました。７月20日から25日、ブドウの実が色づくヴェライゾンが一斉に、均一に始まり、輝く太陽の下、ブドウが順調に成熟します。
	収穫は早く、８月中頃より前、８月13日にソーヴィニヨン・ブランを植えた「ミーレヴィーティ」で始まり、同月24日に完了しました。この年は、ヴィオニエとヴェルディッキオの収穫が同時期に始まる異例の年になります。ヴェルメンティーは成熟するのを待ち、９月の２週目から収穫を開始しました。早く収穫できたこと、および、降雨不足によるウォーター・ストレスがなかったのは６月の雨のおかげで、品種の個性が十分に表れた素晴らしい香りのブドウが育ちました。中でも、ソーヴィニヨン・ブランは上質のブドウとなりました。
	2019年の天候と作柄
	2019年は近年、稀な激動の年で、天候が激変しました。雨が降って寒い期間と、旱魃で猛暑が長く続いた期間が交互に現れた非常にユニークな年です。
	冬は例年並みの気候で、4月の第１週につぼみが出ました。4月と5月は、寒く、雨が続いたため、ブドウの成長に大きな影響が出て、開花は例年より10日以上も遅れました。6月は一転、異常な猛暑と乾燥の月となり、月末には最高気温が37 Cにも達します。夏の間、日差しが強い猛暑日が続きました。平均気温は例年を2 Cも上回り、45日間、降水量がゼロとなります。7月の最終週、2日に渡って雨が降り、長い日照りが終わりました。この雨で、天候は例年に戻り、ブドウの成長には理想の状況になります。
	ソーヴィニヨン・ブランの収穫が始まったのが8月19日で、9月の上旬に完了。ヴィオニエは8月末から収穫しました。晩熟系の白ブドウのヴェルメンティーノとヴェルデッキオは、9月の中ごろには完全に熟しました。
	冬がどのような季節なのか忘れてしまうような気候だった数年を経て、2018年は通常通りの気候に戻り、ぶどう樹がしかるべき冬の休息を取り始めるために十分な、氷点下の気温の日々が多くありました。春は、4月に例年の３倍以上の降雨量と、高い気温の日があり、オルネッライア史上最も雨の多い春として記録に残ることになるでしょう。遅い発芽にもかかわらず、気候条件と芽の早い成長によりぶどう樹は成長の遅れを取り戻し、まる１週間も開花が早まりました。5月より6月の降雨量が少なかったとしても、6月中の降雨量は平均以上でした...
	例外的な2014年に続き、2015年はほぼ「お手本のような」年でした。雨が多く温暖ながら零下の日が数日あるといった例年通りの冬の後、4月の初旬に芽吹きました。春は非常に乾燥しており、晴天に恵まれたことにより5月末には開花状況は満開となりました。6月以降は、少ない降雨量の影響が徐々に顕著になってきました。7月は特に暑く乾燥しており、30℃を超える日が続きました。降雨の少なさと熱波により、ぶどうの熟成が止まり早い収穫が必要になることが懸念されました。幸い、8月10日頃に激しい降雨があったおかげでぶどう...
	2014年は、オルネッライアの歴史に残るであろう最も異例の年となりました。暖かく雨の多い冬に続いて、春は温暖で乾燥した日に恵まれ、ブドウの発育は順調で、開花も折よく、ムラがありませんでした。7月は平年並みでしたが、8月は気温が上がらず、雨も降りました。こうした気候は、赤ブドウの熟成には最適と言えないものの、白ブドウの熟成には有利な条件となりました。低めの気温と、決して長続きすることのない適度な雨量で、芳香成分が十分に発達し、爽やかで生き生きとした酸味を保つことができたのです。9月は晴天に恵まれ、日...



